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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・六角堂祭について

日時：4/20（月）13:10～13：30　　　※13：00までに集合(時間厳守)

場所：六角堂前
・平成27年度　春の会について

日時：4/20(月)　18:00～　　場所：八戸プラザホテル　アーバンホール

＜心理検査実施予定＞

4/20（月） 8：30～　柴田　キヌ様（センター新患）　MMSE、HDS-R

4/20（月）10：00～　古田　拓也様　WAIS-Ⅲ

4/21（火） 9：00～　玉川　泰子様　MMSE、HDS-R、ADAS-Jcog

4/21（火）10：30～　岡堀　久美子様（センター新患）　MMSE、HDS-R

4/22（水）12：00～　佐々木　勝男様（センター新患）　MMSE、HDS-R

5/1（金）　9：30～　坂下　聖子様　WAIS-Ⅲ

＜利用者様情報＞

・成田　早希　様～本人･母･デイSWで面談を実施。本人･母ともに｢就労継続支援B型から始めていきたい｣｢最初から一般就労とかして、具合悪くなりたくない｣等という意見を話している。ハローワークへ行き、上記について伝え、同事業所と連携を図っていきたいことを伝え、本人より希望があり、28日（火）10時より職員同伴にてハローワークへ相談しに行くこととなっている。現状を振り返り、本人より5月頃よりB型への移行を進めていきたいとの話がある。主治医へも相談した上で、進めていくこととしている。

・種本　サハ　様～ロッカーで座って休んでおり、スタッフがロッカーにいる他者にプログラムの声を掛けると「プログラム入れません」「足が痛い。動かない」「デイナイトケアに来るだけで良いって言ったのに仕事をさせる。今度からもう来ないから！」と険しい表情で大声で叫んでいる。本人へ施設入所するまではデイナイトケアに通って欲しいこと、他者へプログラム参加を促していたことを説明すると表情和らいでいる。その後、興奮状態となる事はなく、適度にロッカーから出てこられ他者と交流持たれている。

・佐藤　ミツ子様～青風荘より、昨日1:30に起床し、歯磨きなどをしていたとの情報あり。来所時、体調を確認すると「眠いです」と話しているが、その他の不調はないとのこと。プログラム中、目を瞑る場面見られているが、スタッフの声掛けで作業を再開している。

・板橋　利美　様～昨日に引き続き、本日の昼食も主食を不食。副食は全量摂取している。本日は、多量の便通があったとのことで、本人より、「たっぷりでた」と笑顔で話されている。

・津嶋　イチ子様～デイナイトケアにて、大声で怒鳴るなどの発言や興奮した様子が頻回にあり気分変動見られていた為、本日の定期外来受診にてレボトミン錠5ｍｇ（5回分）が追加処方。不穏や興奮時に頓服で服用するとの事で、青風荘預かりになっている。不穏や興奮時は青風荘へ連絡することとしている。

・大下　良悦　様～八戸赤十字Hp呼吸器科受診し、Ｘ線検査・問診行っている。咳嗽・喀痰症状が見られない事を伝えたとのことで、エリスロシン錠（200）朝・夕→朝のみに減薬。次回7/10（金）9：00受診予定。

＜外来情報＞

・古舘　正行様～前回受診時、口腔内への溜め込みある事からロナセンが2Ｔ→4Ｔへ増薬となっていたが、現在溜め込みは目立たないとの事。現在の処方内容で様子観察し、日中の眠気が出現した際は再度薬剤調整行っていく事としている。

・津嶋　イチ子様～診察時「家に帰らせてくれませんが？」等話す事あり、主治医より定期的な外出・外泊を行なえている事、高齢の母親との生活では再発のリスク等高くなる可能性が大きい事、現状での生活が望ましい事説明し、本人渋々了承している。現在時々ではあるものの突発的に易怒的となり、大声で叫ぶ状態が続いている事から頓服薬としてレボトミン（5）1Ｔ　×不穏・興奮時が5回分処方となっている。今後も精神状態観察し、症状改善無い場合は再度薬剤調整行っていく予定としている。

・鈴木　真知子様～現在飲水量の多さが見られているとの事。現在の処方薬で口渇の副作用出現の確立が低い事説明。今後も飲水量観察し、多飲水が続くようであれば水分管理等も検討して行くよう説明している。また、幻視様の訴えあり、今後幻聴・幻視出現時には必ずスタッフへ話すよう説明している。


